グループホームせいろう　　重要事項説明書
当事業所はご利用者に対して認知症対応型共同生活介護［介護予防認知症対応型共同生活介護］サービスを提供します。事業所の概要や提供されるサービスの内容、契約上ご注意いただきたいことを次の通り説明します。
１　事業主体概要

	事　業　主　体　名
	彩のかけはし（さいのかけはし）

	法　人　の　種　類
	社会福祉法人

	代　　表　　者　　名
	理事長　田村　優

	所　　在　　地
	新潟県新潟市東区津島屋７－１－１

	電話番号・FAX番号
	TEL０２５－２７９－３５５５ FAX０２５－２７９－３５５４

	法　人　の　理　念
	多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に利用されるよう創意工夫することにより、利用者が個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的とします。


２　事業所の概要
	事業所の名称
	グループホームせいろう

	目的
	要介護者であって認知症の状態にある者について、共同生活住居において、家庭的な環境の下で入浴・排泄・食事等の介護その他日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目的とします。

	運営方針
	認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護の適正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の介護職員が、要介護状態であって認知症の状態にある高齢者に対し適正な指定認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護を提供致します。また、実施にあたっては行政・医療・福祉サービス事業者等の連携を図り総合的なサービスの提供に努めます。

	管理責任者
	前田　千嘉

	開設年月日
	平成１８年６月１日

	保険事業者指定番号
	１５９５００００１７

	所在地
	新潟県北蒲原郡聖籠町大字大夫２２０４番地―１

	電話番号・FAX番号
	TEL０２５４－２７－１１５１ FAX０２５４－２７－１２５１

	交　通　の　便
	新新バイバス　聖籠インター　下車　車５分

	ユニット数と利用定員
	２ユニット　（さくらんぼ９名・はくちょう９名） 計１８名

	建　物　の　概　要
	市街化調整区域　　鉄骨造（延床面積655.720㎡）

	居室の概要　(1室あたり)
	全室個室15.18㎡(約９畳) ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ・ﾍﾞｯﾄ　洗面所・冷暖房完備


	共用施設の概要

（さくらんぼ・はくちょう　各）
	トイレ（３ヶ所）、浴室（１ヶ所）、脱衣室、台所、玄関、洗濯室
リビング・ダイニング、ユーティリティー、その他

	緊急対応・防犯防災設備
	ナースコール（各居室）・自動火災報知器・消火器等


３　協力医療機

	協力医療機関名（内科）

　　　　　（整形外科）

　　　　　　　（歯科）
	聖籠病院　聖籠町大字蓮野5968-2　　　　 　TEL025-256-1010
渡辺医院　　新発田市大手町１－７－６　　　TEL0254-22-3070

鈴木歯科医院　  聖籠町諏訪山1646-8　　 　TEL0254-27-3560

	緊急指定・協力病院
	豊栄病院   県立新発田病院

	協力体制の内容
	利用者の容態が急変した場合(夜間時も)直ちに診療、入院可能


４　職員体制　（令和　7年　4月　1日現在）
	管理者(１階兼務)
	１人常勤兼務(資格：介護福祉士・認知症介護実践者研修・認知症対応型サービス事業管理者研修)

	計画作成担当者(1、２階)
	１人常勤兼務　(資格：介護福祉士・主任介護支援専門員)

	介護従業者(１階)
	7人　(内　非常勤1名)　

（資格：介護福祉士4名、看護師　1名)

	介護従業者(２階)
	  　7人　

（資格：介護福祉士4名、介護支援専門員　1名 ）

	夜勤者(１階・２階 各)
	上記職員の内シフトにより(１階　１名　２階　１名)


５　勤務体制

	昼間の体制（日勤）
	（１階）２～３名　　８：３０～１７：３０
（２階）２～３名　　８：３０～１７：３０

	夜間の体制
	（１階）1名　(２階) 1名　１７：００～翌日１０：００


６　サービスの内容
	項目
	内容

	食事
	介護職員と利用者が、一緒になって食事をつくり、配膳し、食堂にて食べていただきます。

	生活介護
	ひとりひとりの生活リズムに合わせた支援を行います。
個人としての尊厳に配慮し、適切な整容が行われるように支援します。

	排泄
	利用者の状況に応じて適切な排泄介助を行うと共に、排泄の自立についても適切な援助を行います。

	入浴
	基本的に希望時間優先とします。

	健康管理
	日常の健康管理の実施(毎日の検温・血圧測定・月１回の体重測定の実施)。緊急時は協力医療機関にて適切な治療を致します。

	相談援助
	当施設は、利用者及びその家族からのいかなる相談についても誠意をもって応じ、可能な限り必要な援助を行うよう努めます。


	社会生活上の便宜
	当施設では、必要な教養娯楽設備を整えるとともに、生活が実りあるものとするため、適宜レクリエーション等、季節の行事を企画致します。

	行政手続きの代行
	行政説明に対する手続きが必要な場合には、利用者及び家族の状況により、代行致します。

	日常生活品の購入代行
	利用者及びご家族が自ら購入が困難な場合には、購入代行サービスをご利用いただけます。ご利用者の日用品等の購入の際のレシートは毎月発送いたします。

	金銭管理

(随時預り書を発行)
	原則、金銭、貴重品の持ち込みはご遠慮願います。（紛失した場合の責任は負えません）

自らの手による金銭管理が困難な場合は、金銭管理サービスをご利用いただけます。また、通帳・印鑑・貴重品に関する管理委託は別に定める契約書をもって行ないます。
日用品等の物品購入等、現金にて支払いが必要になる場合に備えて現金をお預かりします。管理している金銭の収支及び残高については定期的に報告いたします。

管理する金銭の限度額：１０，０００円までとします。
保管管理者　　管理者　：　前田　千嘉


７　利用料金

（1） 介護保険給付サービス　
	要介護度
	介護報酬
	要介護度
	利用者負担金（１割）

	要支援　2
	7,480
	円
	要支援　2
	748
	円

	要介護　1
	7,530
	円
	要介護　1
	753
	円

	要介護　2
	7,880
	円
	要介護　2
	788
	円

	要介護　3
	8,120
	円
	要介護　3
	812
	円

	要介護　4
	8,280
	円
	要介護　4
	828
	円

	要介護　5
	8,450
	円
	要介護　5
	845
	円

	医療連携体制加算
	370
	円
	医療連携体制加算
	37
	円

	サ－ビス提供体制強化加算Ⅱ
	60
	円
	サ－ビス提供体制強化加Ⅱ
	6
	円

	管理栄養体制加算（月）
	300
	円
	管理栄養体制加算（月）
	30
	円

	※上記の他　介護職員処遇改善加算Ⅰ　として介護保険総額に17.8％を乗じた額を算定いたします。

	※初期加算としてご入居日から30日の間のみ、1日あたり30円（1割負担の場合）をご負担頂きます。

	※入院時「入院時費用」加算（最大6日間）を1日246円（1割負担の場合）ご負担頂きます。
※報酬単位×10×1～3割ご負担×日数　にて算出となります。　何卒ご了承下さい。

	
	


サービスを利用した場合の「基本利用料」は以下のとおりであり、お支払いいただく「利用者負担金」は利用単位数の合計に地域区分単価（１０円）を乗じた料金の利用者負担割合（１割～３割）の額です。
※上記の利用料は、厚生労働大臣が告示で定める金額であり、これが改定された場合は、上記の利用料も自動的に改訂されます。なおその場合は、事前に新しい利用料を書面でお知らせします。
（2） 介護保険給付外サービス
利用料金の全額をご契約者に負担いただきます。
	保険対象外費用
	家　　　　　　  賃　 (月額)         ４０，０００円
（生活保護を受けていられる方　２８，０００円）　

食費(含おやつ) （朝）３７０円
 （昼）４４０円 
（夕）４４０円      

水道光熱費　    (月額)         １５，４００円　　
（冬期間１２月～３月　１００円加算）
リネン代　　　　　　（月額）　　　　　　　４００円

個人用テレビ電気料　 (１日)                 １０円

個人用冷蔵庫電気料　（１日）                ３６円
理美容代・おむつ代　                         実 費


　　
（3） 入居時
	入居一時預り金（保証金）※
	110,800円（家賃40,000円＋水道光熱費15,400）×2ヶ月分

	お小遣い
	10,000円（受診、おむつ、理美容、外食、日用品購入等に使用）


※保証金は退所時にご精算させて頂きます。尚、御返金は無利息といたします。
※生活保護の方は除きます。
８　緊急時の対応

	緊急・事故発生時の対応
	容態の急変等緊急を要する場合や夜間緊急時には協力医療機関により助言・医療等適切な処置を受けます。
緊急性・重大性の高い事故つきましては、すみやかに町へ報告します。


９　苦情の受付について
　（1）当施設のサービスに関する相談、要望、苦情等は下記窓口までお申し出ください。

	苦情受付（事業所）
	管理者
前田　千嘉
施設長
佐藤　正安

	電話番号・FAX番号
	TEL　　０２５４－２７－１１５１
FAX　　０２５４－２７－１２５１
メール　seiro01@saikake.com

その他　苦情受付ポストを玄関に設置しております。

	受付時間
	８：３０～１７：００(この時間以外は相談により可)


	苦情処理第三者委員
	姉崎　聖二

	電話番号
	025-274-3846


※公平中立な立場で苦情を受け付け相談に乗っていただける委員会です。
　（2）公的機関においても、次の期間にて苦情申し出ができます。
	市町村窓口
	聖籠町　町民課　　　　　　　　　0254-27-2111

	公的団体窓口
	新潟県国民健康保険団体連合会　　025-285-3022


１０　やむを得ない場合の身体拘束の手続き
　　サービスの提供にあたり、ご利用者またはほかのご利用者の生命または身体を保護するため、やむを得ない場合を除き、身体拘束は行ないません。代替ケア・方法がなくやむを得ない場合、「緊急やむを得ない身体拘束に関する説明書」をもって説明し、理解・同意を得ます。
　緊急やむを得ず行う身体拘束について、実施状況の記録を整備し、その廃止に向けて対策を
検討する委員会を開催し、職員に対する研修を実施します。
１１　虐待の防止の為の措置
	虐待防止に関する責任者
	（職・氏名）管理者　前田　千嘉


虐待の防止の為の対策を検討する委員会を定期的に開催します。
事業所における虐待防止のための指針を整備、職員への研修を実施します。
１２　感染症予防及び感染症発生時の対応（衛生管理含む）
事業所の用に供するものについて、衛生的な管理に努め衛生上必要な措置を講じます。
　感染症の予防及び蔓延の防止の為の対策を検討する委員会を設置し、年2回以上開催します。
　感染症の予防及びまん延の防止の為の指針を整備し、職員への研修、訓練を定期的に実施します。
１３　非常災害対策
	防火管理者
	近藤　克浩

	防災の対応
	防災計画に基づき、速やかに避難誘導・救出活動にあたります。

	防災訓練
	防災計画を立て職員及びご利用者、地域住民の参加が得られるように努めます。定期的に避難訓練を実施します。

	消防設備
	防火管理者の選任、消火設備等の必要設備の設置、点検を行います。


当事業所では、大地震等の自然災害、感染症のまん延等、あらゆる不測の事態が発生しても事業を継続できるようＢＣＰを策定し、研修の実施、訓練を定期的に行います。
１４　運営推進会議の設置
当事業所は、介護の質の向上や地域に開かれた事業運営を確保するために、「運営推進会議」を設置します。
	構成
	ご利用者、ご利用者家族、地域包括支援センター職員、地域関係者等、施設職員

	開催
	年６回（２カ月に１回の開催）

	議事録
	内容、評価、要望・助言等について記録を作成し開示


※当事業所の議事録は事業所玄関にて開示しております。
１５　サービスの第三者評価の実施
	実施の有無
	有り

	直近の実施日
	2月27日

	評価機関
	介護福祉士会


評価内容につきましては、事業所玄関、ワムネットにて公表しています。

１６　個人情報の保護
　　事業者及び職員は、業務上知り得た利用者または家族の秘密を保守します。
また、退職後においてもこれらの秘密を保守するべき旨を、雇用契約で制約しています。
１７　損害賠償
　サービス事業により、事故が発生した場合には、家族、市町村、関係医療機関等へ連絡を行うなど必要な措置を講じ、事故の状況や事故に際してとった処置について記録し、賠償すべき事故の場合には、損害賠償を速やかに行います。ただし損害の発生について、ご利用者に故意、または過失が認められた場合、ご利用者の心身の状況を斟酌して減額するのが相当と認められた場合には、施設の損害賠償責任を減じさせていただきます。
１８　施設利用にあたっての留意点
	来訪・面会
	来訪者はその都度職員に届け出て頂き、面会簿に御記入下さい。

	外出・外泊
	外出・外泊は、ご本人の体調の許す限り自由ですが、事前の届け出をお願いいたします。

	当ホーム協力医療機関以外への受診
	付き添いをお願いすることがあります。その際は、ご協力をお願いいたします。

	動物飼育
	ホーム内でのペットの持ち込み及び飼育はご遠慮願います。

	宗教・政治活動
	ホーム内での他の利用者に対する宗教及び政治活動はご遠慮下さい。


※サービス計画における介護・看護の経過記録等を積極的にご利用者・ご家族様に説明します。
当事業者は、居宅介護支援の提供にあたり利用者に上記のとおり重要事項を説明しました。　　　　
この証として本書２通を作成し、利用者、事業者が記名捺印の上、各自１通を保有するものとします。
令和　　　年　　　月　　　日
サービスの提供にあたり、利用者に対して上記のとおり説明しました。
事業者
　　　　所在地　　　　　新潟県北蒲原郡聖籠町大字大夫２２０４番地―１
　　　　名称　　　　　　社会福祉法人　彩のかけはし　
グループホームせいろう
　　　　　代表者氏名　　理事長　田村　優　　　　　印
　　　　　説明者氏名　　管理者　前田　千嘉　　　　印
私は、本書面に基づいて事業者から重要事項説明書を受け、認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護の提供開始に同意しました。

(契　約　者)

    　　　　　　　利　用　者　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　代　理　人　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

（続　柄　　　　　　　　　　　　　　　　）
